
旬をおいしく！
農菜レシピ なす丼・なすのひと干し

「旬をおいしく！農菜レシピ」では、旬の野菜を使ったシンプル
かつ手軽に作れるお料理レシピをご紹介していきます。

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆なす丼（２人分）
なす…３～４本
豚ひき肉…150ｇ
しょうが…ひとかけ
Ａ　　みそ…大さじ１
　　　しょうゆ…大さじ１
　　　砂糖…大さじ１
　　　酒…大さじ１
サラダ油
ごはん…２杯
大葉…５枚

☆なすのひと干し
　なす…５本
　B 　　しょうゆ…大さじ２
　　　　ねり辛子…小さじ１

＊材料＊

☆なす丼
①なすは２センチ角に切る。なべに多めの
　油を入れて熱し、皮目を下にして入れて
　 １ 分くらい焼いて取り出しておく。

②同じなべに油大さじ １ を入れて熱し、豚ひき肉を炒める。
　色が変わったらみじん切りにしたしょうがと①を加える。

③合わせておいたＡを加えて煮からめる。

④ごはんを丼によそって、③と千切りにし
　た大葉を盛り付ける。

お好みで豆板醤を入れてもおいしい！

☆なすのひと干し
①なすは輪切り（３～４mm）にして日陰に 
　半日干す。

②Bを合わせて、干したなすを和える。

干すことによって冷蔵庫で１ヶ月ほどもつ
ので、保存食になります。

＊作り方＊ 色が変わって
しまうのを防ぐため、
皮目を先に
炒めるのがコツ！

向山美和子の
料理教室

向山美和子先生

〒409-3867
山梨県中巨摩郡昭和町清水新居 867-1
TEL.055-231-1133 FAX.055-231-1134
　  info@mukomiko.net
URL.http://www.mukomiko.net/

新NOSAI山梨 始動
第１回通常総代会開催  新組合の事業計画等が承認
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　広
報
紙
「
N
O
S
A
I
」
創
刊
号
を
お
届
け

し
ま
す
。
連
載
「
農
業
技
術
情
報
」
で
は
、
本

組
合
技
術
顧
問
が
、
時
期
ご
と
の
栽
培
管
理
に
つ

い
て
注
意
点
を
、「
家
畜
診
療
日
記
」
で
は
、
獣

医
師
職
員
が
日
々
の
診
療
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と

感
じ
た
こ
と
を
掲
載
し
ま
す
。
次
の
獣
医
師
が
誰

か
は
、
お
楽
し
み
。

　お
た
よ
り
も
大
募
集
中
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

に
も
挑
戦
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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０
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０
０
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甲
府
市
宝
１
丁
目
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ー
20
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Ｏ
Ｓ
Ａ
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山
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秋
号
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平
成
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８
月
発
行
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● 「 

為
せ
ば
成
る 

」 の
精
神
で
業
務
に
ま
い
進

●
本
県
農
業
発
展
の
寄
与
に
期
待

山
梨
県
農
業
共
済
組
合

組
合
長
理
事

佐
藤 

鎮
平

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
共
済
事
業
の
運
営
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
組
合
は
、
本
年
４
月
１
日
を
も
ち
ま
し
て
、
県
下
１
組
合
と
な
り
ま

す
山
梨
県
農
業
共
済
組
合（
N
O
S
A
I
山
梨
）
と
し
て
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
新
組
合
の
設
立
に
関
し
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
各
位
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
N
O
S
A
I
は
、
国
の
農
業
災
害
対
策
の
基
幹
で
あ
り
ま
す
農

業
災
害
補
償
制
度
の
実
施
主
体
と
し
て
、
災
害
に
よ
る
損
失
補
て
ん
と
損

害
の
未
然
防
止
を
通
じ
、
昭
和
22
年
の
制
度
施
行
以
来
、69
年
の
長
き
に
わ

た
り
農
家
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
近
年
で
は
、
過
去
に
経
験
の
な
い
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
農
家

経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
N
O
S
A
I
の
役
割
は
、
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
生
N
O
S
A
I
山
梨
で
は
、
こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
る
組
織
体
制
の

強
化
や
運
営
基
盤
の
安
定
化
を
通
じ
、
１
県
１
組
合
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
生
か
し
、
農
家
・
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う「
為
せ
ば
成
る
」
の
精
神
を
も
っ
て
日
々
の
業
務
に
ま
い
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
今
後
も
、
役
職
員 

一 

同
、
組
合
員
の
皆
様
と
の
接
点
強
化
を
図
り
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
踏
ま
え
た
適
正
な
業
務
運
営
の
も
と
、
よ
り
信
頼
さ
れ

る「
N
O
S
A
I
山
梨
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
県
内
４
つ
の
農
業
共
済
組
合
が
合
併
し
、
新
た
に「
山
梨

県
農
業
共
済
組
合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
設
立
に
あ
た
り
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
の
ご

努
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
近
年
、
集
中
豪
雨
や
大
雪
な
ど
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国

的
に
多
発
し
て
お
り
、
農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
災

害
補
償
制
度
が
果
た
す
役
割
は
、
今
後
、
益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の 

一 

方
で
、
農
家
戸
数
や
栽
培
面
積
の
減
少
等
、
農
業
共
済
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
農
業
共
済
組
合
の
安
定
的

か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
県
内
の
農
業
共
済
組
合
が 

一 

つ
と
な
り
、
執
行
体
制
の

強
化
や
業
務
運
営
の
効
率
化
を
通
じ
て
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
、
農
家

の
皆
様
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
家
経
営
の
安
定
と
本
県
農
業
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
昨
年
12
月
に「
新
・
や
ま
な
し
農
業
大
綱
」
を
策
定
し
、「
高

品
質
化
、
販
路
開
拓
に
よ
る
儲
か
る
農
業
の
展
開
」
と「
活
気
に
満
ち
あ

ふ
れ
た
農
山
村
の
創
造
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
施
策
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
山
梨
県
農
業
共
済
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

山
梨
県
知
事

後
藤 

斎

新NOSAI山梨 始動
平成２８年４月１日に、県内の４農業共済組合が合併し、山梨県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
山梨）を発足いたしました。合併のメリットを最大限に生かし、より細やかな農家サービス
を行うとともに、適正な業務運営のもと、より信頼されるＮＯＳＡＩ山梨を目指してまいります。
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第
１
回
通
常
総
代
会

第１回通常総代会第１回通常総代会

新
組
合
の
事
業
計
画
等
を
承
認

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

　
５
月
23
日
（
月
）、
山
梨
県
農

業
共
済
組
合
第
１
回
通
常
総
代
会

が
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
総
代
１
４
６
人
の

う
ち
１
４
５
人
（
本
人
出
席
8８
人
、

書
面
出
席
57
人
）
が
出
席
し
、
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
佐
藤
鎮
平
組
合
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
来
賓
で
あ
る
山

梨
県
副
知
事
の
新
井
ゆ
た
か
氏
、

甲
府
市
長
の
樋
口
雄 

一 

氏
、
農
林

水
産
省
関
東
農
政
局
山
梨
支
局
の

有
井
克
秀
氏
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
の

髙
橋
博
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
山
梨
市
の
渡
辺 

一 

仁

総
代
が
選
出
さ
れ
、
平
成
27
年
度

の
旧
４
組
合
・
連
合
会
の
事
業
報

告
、
28
年
度
の
新
組
合
の
事
業
計

画
な
ど
、
11
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
表

彰
式
で
は
、
農
業
共
済
事
業
に
尽

力
さ
れ
た
役
職
員
91
名
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

平
成
27
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理

案
の
承
認
に
つ
い
て

○
旧
４
組
合
及
び
連
合
会
の
平
成
27
年
度
事
業
実
績
と

決
算
に
つい
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
事
業
報
告
：
６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

第
２
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
予
定
計
画
の
設
定
並
び
に
業
務
収
支

予
算
の
承
認
に
つ
い
て

○
新
組
合
の
平
成
28
年
度
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
28
年
度
事
業
計
画
：
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

第
３
号
議
案

平
成
28
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法

の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
の
共
済
事
業
ご
と
の
賦
課
金
の
額
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
事
務
費
賦
課
金
の
予
定
総
額
：
２
億
５
８
１
５
万
円
）

第
４
号
議
案

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、
支

所
運
営
委
員
、
共
済
部
長
協
議
会
長
会
委
員
、
共
済
部

長
、損
害
評
価
員
報
酬
及
び
顧
問
料
の
承
認
に
つ
い
て

（
役
員
１
１
４
３
万
６
千
円
以
内
、
損
害
評
価
会
委
員
56

万
円
以
内
、
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
１
万
４
千
円
以
内
、

支
所
運
営
委
員
２
１
０
万
円
以
内
、
協
議
会
長
会
委
員
20

万
円
以
内
、共
済
部
長
３
４
７
７
万
７
千
円
以
内
、損
害
評

価
員
３
２
７
万
５
千
円
以
内
、顧
問
料
32
万
４
千
円
以
内
）

第
５
号
議
案

特
別
積
立
金
取
崩
し
並
び
に
農
作
物
共
済
収
支
の
推
計

等
の
承
認
に
つ
い
て

○
損
害
防
止
事
業
に
係
る
経
費
と
し
て
農
作
物
共
済
勘

定
１
千
万
円
、
家
畜
共
済
勘
定
50
万
円
、
畑
作
物
共
済
勘

定
30
万
円
の
範
囲
内
で
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

【
損
害
防
止
事
業
：
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

第
６
号
議
案

果
樹
、畑
作
物
並
び
に
園
芸
施
設
共
済
に
係
る
無
事
戻
金

の
承
認
に
つ
い
て

○
平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
の
３
か
年
を
対
象
に
、
果
樹

共
済
で
２
４
０
５
戸
１
０
’３
１
８
’６
１
９
円
、
畑
作
物
共

済
で
10
戸
５
１
’１
４
６
円
、
園
芸
施
設
共
済
で
２
８
２
戸

１
’
１
３
６
’
７
２
２
円
を
支
払
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

第
７
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
理
事
10
人
、監
事
３
人
の
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
役
員
紹
介
：
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
】

第
８
号
議
案

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
及
び
損
害
評
価
会
委
員
選
任
の

承
認
に
つ
い
て

○
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
５
人
、
損
害
評
価
会
委
員
79

人（
本
所
委
員
41
人
、支
所
委
員
38
人
）の
選
任
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
等
の
承
認
に
つ
い
て

○
借
入
金
最
高
限
度
額
を
２
億
円
と
し
、独
立
行
政
法
人

農
林
漁
業
信
用
基
金
及
び
組
合
の
預
け
入
れ
先
金
融
機

関
を
借
入
先
と
す
る
こ
と
に
つい
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案

余
裕
金
の
運
用
先
金
融
機
関
の
承
認
に
つ
い
て

○
県
内
Ｊ
Ａ
、
山
梨
信
連
、
山
梨
中
央
銀
行
な
ど
の
30
金

融
機
関
等
を
余
裕
金
の
運
用
先
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
建
物
総
合
共
済
に
お
い
て
、
収
容
農
産
物
補
償
特
約
を

新
設
す
る
た
め
の
共
済
規
程
の一部
変
更
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
・
承
認
さ
れ
た
議
案

●
全
国
農
業
共
済

　
協
会
長
表
彰

　
　
小
澤
　
恒
夫（
中
央
）

　
　
三
枝
　
和
雄（
南
ア
ル
プ
ス
）

　
　
清
水
　
正
　（
北
部
）

　
　
古
屋
　
喜
徳（
富
士
）

●
組
合
長
表
彰

○
事
業
推
進
功
績
者

　
　
中
野
　
嘉 

一 （
富
士
）

　
　
水
越
　
董
夫（
富
士
）

○
退
任
す
る
組
合
長
及
び

   

理
事
、監
事

　
旧
山
梨
中
央

　
　
戸
田
　
増
寶

　
　
竹
居
　
誉

　
　
網
蔵
　
育
朗

　
　
千
野
　
健

　
　
前
田
　
初
男

　
　
馬
淵
　
正
幸

　
旧
峡
中
・
南
部

　
　
雨
宮
　
勝

　
　
野
中
　
忠
義

　
　
依
田
　
倉
藏

　
　
角
田
　
源
太
郎

　
　
小
沢
　
光
昭

　
　
齊
藤
　
幸
博

　
　
大
塩
　
力
也

　
　
宮
川
　
俊 

一

　
　
塚
原
　
利
也

　
旧
北
巨
摩

　
　
小
川
　
孝 

一

　
　
石
合
　
之
貴

　
　
清
水
　
好
彦

　
　
小
林
　
樹
寿
雄

　
　
中
山
　
賢 

一

　
　
小
澤
　
長

　
　
樋
口
　
正
幸

　
　
清
水
　
重
隆

　
旧
山
梨
富
士

　
　
小
俣
　
英
雄

　
　
渡
邉
　
晃 

一

　
　
長
田
　
恒
男

　
　
中
村
　
義
朗

　
　
杉
本
　
幸
夫

　
　
上
條
　
克
巳

○
退
任
す
る
共
済
部
長
等

 

・
在
職
９
年
以
上
で
退
任

　
す
る
共
済
部
長
、総
代
、

　
損
害
評
価
会
委
員
、損

　
害
評
価
員
等

　
旧
山
梨
中
央

　
　
古
屋
　
昭
男

　
　
平
山
　
金
吾

　
　
佐
藤
　
守

　
　
佐
野
　
葉
子

　
　
古
屋
　
茂

　
　
渡
辺
　
律
子

　
　
山
本
　
進（
故
）

　
　
松
本
　
輝
夫（
故
）

　
　
戸
田
　
増
寶

　
　
風
間
　
高

　
　
風
間
　
余
内

　
　
土
橋
　
良
忠

　
　
橘
田
　
俊
文

　
　
井
柳
　
滋

　
　
鈴
木
　
義
輝

　
　
小
林
　
晃

　
　
風
間
　
久

　
　
村
松
　
茂

　
　
宮
川
　
良
平（
故
）

　
　
長
田
　
佳
仁

　
旧
峡
中
・
南
部

　
　
堀
口
　
隆
司（
故
）

　
　
依
田
　
忠
則

　
　
望
月
　
桂
太
郎

　
　
高
野
　
博
光

　
　
佐
野
　
都
夫

　
　
渡
辺
　
和
徳（
故
）

　
　
山
本
　
清
治

　
　
石
渡
　
誠

　
　
今
井
　
正
村

　
　
今
村
　
清
昭

　
　
櫻
本
　
安
善

　
旧
北
巨
摩

　
　
高
柳
　
久
夫

　
　
太
田
　
豊

　
　
保
阪
　
進

　
　
樋
口
　
正
昭

　
　
秋
山
　
積

　
　
守
屋
　
正
憲

　
旧
山
梨
富
士

　
　
志
村
　
晴
紀

　
　
中
野
　
嘉 

一

　
　
槌
屋
　
文
三

　
　
梶
原
　
七
郎

　
　
天
野
　
明

　
　
古
見
　
芳
夫

　
　
水
越
　
董
夫

 

○
退
職
職
員

・
組
合
等
に
10
年
以
上
勤
務
し
、

　
退
職
し
た
職
員

　
　
角
田
　
太（
旧
山
梨
中
央
）

　
　
遠
藤
　
修（
旧
山
梨
中
央
）

　
　
堀
内
　
哲（
旧
山
梨
中
央
）

　
　
山
下
　
光
広（
旧
山
梨
中
央
）

　
　
沢
登
　
務（
旧
峡
中
・
南
部
）

　
　
井
上
　
京（
旧
峡
中
・
南
部
）

　
　
安
達
　
智
彦（
旧
北
巨
摩
）

　
　
水
越
　
好
誠（
旧
山
梨
富
士
）

　
　
清
水
　
俊
仁（
旧
連
合
会
）

　
　
石
原
　
仁
志（
旧
連
合
会
）

　
　
北
島
　
正
憲（
旧
連
合
会
）

○
永
年
勤
続
職
員 

・
組
合
等
に
25
年
以
上
勤
務
し
、

 

　勤
務
成
績
優
秀
な
職
員

　
　
三
井
　
静
樹（
北
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　 （
敬
称
略
）

協会長表彰を受ける清水さん
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平成２７年度 事業報告平成２８年度 事業計画

引受計画
総額4983億6623万円

平成２８年度 業務収支予算

平成28年度団体運営の基本方針の重要事項

第１回通常総代会第１回通常総代会

引受　　　　   456,916a
共済金額（千円）　3,906,934

共済事業

合計

引受　　　　   22,078 頭
共済金額（千円）　1,218,950

引受　　　　   180,310a
共済金額（千円）　6,484,860

引受　　　　   6,400a
共済金額（千円）　6,376

農家負担掛金 共済金
（納めていただいた掛金） （お支払いした金額）

引受　　　　   2,219 台
共済金額（千円）　2,037,520

引受　　　　   2,506 棟
共済金額（千円）　2,489,593

引受　　　　   42,555 棟
共済金額（千円）　482,222,000

引受実績
総額4734億1598万円

農作物共済
引受　　　　   463,271a
共済金額（千円）　3,959,711

家畜共済
引受　　　　   19,511 頭
共済金額（千円）　1,217,490

果樹共済
引受　　　　   158,759.6a
共済金額（千円）　5,945,516

畑作物共済
引受　　　　  4,873.4a
共済金額（千円）　4,782

農機具共済
引受　　　　   2,156 台
共済金額（千円）　2,010,720

園芸施設共済
引受　　　　   2,413 棟
共済金額（千円）　2,463,746

建物共済
引受　　　　   40,821 棟
共済金額（千円）　457,814,010

農作物共済

家畜共済

果樹共済

畑作物共済

農機具共済

園芸施設共済

建物共済

6,607,538

62,335,110

55,947,176

94,693

14,880,105

302,778,186

19,849,503

7,490,216

109,107,411

167,082,143

無被害

6,110,188

168,217,243

20,037,911

（単位 円）

462,492,311 478,045,112

(1) 力強く事業を推進する組織づくり
・県１組合のメリットを最大限発揮できる組織の構築
・機能強化で合理的・効率的な組織運営を実現
・計画的な人材育成の実施

(2)すべての共済事業の普及と加入拡大
・すべての農家等に共済事業を確実に普及
・戸別訪問等による果樹共済及び園芸施設共済の普及と
　加入推進の強化

(3) 農業情勢を踏まえ農政と連携した事業推進
・関係機関と密接な連携による水田情報事務一体化事業の推進
・収入保険制度の実施主体を目指した体制強化

(4) 損害防止事業など農家支援事業の推進
・地域の特色を活かした無人ヘリ等による損防事業の継続実施
・主要な農家サービス事業として土壌診断事業を強化

(5)コンプライアンス及びリスク管理態勢の強化
・組織の隅 ま々でコンプライアンス態勢を強化
・統一的リスク管理態勢の実現
・役職員の倫理意識の高揚

農作物共済

家畜共済 果樹共済 畑作物共済

農機具共済園芸施設共済 建物共済

旅費交通費
7,983

損害評価費
9,389

その他
111,453

事務費
41,907 支出

の部
1,073,585
（千円）

業務費
84,142

普及推進費
87,446

人件費
610,893

施設費
70,406

損害防止費
35,179

諸税負担金
14,787

前期繰越業務残金
9,202

受託収入
16,528

損害防止収入
11,840

収入
の部
1,073,585
（千円）

受取補助金
478,243

事業勘定受入
216,967

受取利息
104,972

その他
183,847

事務費賦課金
51,986
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第１回通常総代会第１回通常総代会

第
１
回
通
常
総
代
会
で
、
13
名
の
役
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
理
事
は
組
合
の
業
務
執
行
、
監
事

は
組
合
の
監
査
を
行
い
ま
す
。

中
央
支
所

　【甲
府
市
】

　
　
米
山
　
和
文

　
　
渡
辺
　
治

　
　
小
林
　
勝
哉

　
　
山
村
　
忠
弘

　
　
関
野
　
登

　
　
向
山
　
章

　
　
内
藤
　
周
夫

　【山
梨
市
】

　
　
古
屋
　
善
孝

　
　
宮
澤
　
義
明

　
　
代
永
　
博
幸

　
　
水
上
　
利
孝

　
　
渡
辺
　 

一 

仁

　
　
戸
田
　
徳
彦

　【笛
吹
市
】

　
　
市
川
　
博 

一

　
　
青
柳
　
栄 

一

　
　
河
西
　
広

　
　
向
山
　
照

　
　
鈴
木
　
進

　
　
古
屋
　
秀
昭

　
　
中
澤
　
保
雄

　
　
雨
宮
　
弘
文

　
　
岩
下
　
和
也

　
　
武
川
　
芳
行

　
　
龍
澤
　
富
雄

　
　
霜
村
　
武
士

　【甲
州
市
】

　
　
宿
澤
　
明

　
　
廣
瀬
　
富
雄

　
　
町
田
　
清

　
　
小
泉
　
元
春

　
　
細
田
　
三
男〈

30
名
〉

南
ア
ル
プ
ス
支
所

　【南
ア
ル
プ
ス
市
】

　
　
清
水
　
肇

　
　
田
中
　
和
義

　
　
米
山
　
文
三

　
　
川
村
　
浩 

一

　
　
清
水
　
哲
郎

　
　
中
込
　
明
久

　
　
松
本
　
賢
司

　
　
土
屋
　
寿
雄

　
　
田
中
　
勲

　
　
河
西
　
和
雄

　
　
土
屋
　
元
隆

　
　
小
林
　
光
義

　
　
長
沼
　
賢
雄

　
　
斉
藤
　
博

　
　
深
澤
　
学

　
　
小
林
　
芳
隆

　
　
大
塩
　
力
也

　【中
央
市
・
昭
和
町
】

　
　
中
沢
　
恵
治

　
　
新
海
　
安
則

　
　
河
西
　
和
男

　
　
早
川
　
敦
彦

　
　
笹
本
　
孝

　
　
田
中
　
満

　【市
川
三
郷
町
・

　
　富
士
川
町
】

　
　
土
橋
　
修
二

　
　
髙
井
　
文
男

　
　
斉
藤
　
正
信

　
　
志
村
　
良
仁

　
　
志
村
　
秀
幸

　
　
樋
口
　
幹
夫

　
　
依
田
　
利
太
郎

　【早
川
町
・
身
延
町
・

　
　南
部
町
】

　
　
笠
井
　
涌

　
　
佐
野
　
真

　
　
佐
藤
　
千
明

　
　
望
月
　
國
男

　
　
遠
藤
　
勝
見

　
　
佐
野
　
利
雄

　
　
佐
野
　
公
郎

　
　
遠
藤
　
守

〈
38
名
〉　    

北
部
支
所

　【韮
崎
市
】

　
　
名
取
　
征 

一

　
　
柳
本
　
進

　
　
保
坂
　
明
夫

　
　
伊
藤
　
立
志

　
　
齊
藤
　
重
範

　
　
山
本
　 

一 

明

　
　
小
澤
　
朝
夫

　
　
髙
木
　
建
夫

　
　
中
込
　
秀
樹

　
　
齊
藤
　
泉

　
　
五
味
　
勇

　【北
杜
市
】

　
　
柴
田
　
正 

一 

郎

　
　
伊
東
　
功

　
　
篠
原
　
大

　
　
白
倉
　 

一 

喜

　
　
輿
水
　
公
詔

　
　
坂
本
　
和
正

　
　
荒
巻
　
初
蔵

　
　
輿
水
　
春
樹

　
　
小
澤
　
孝
太

　
　
藤
原
　
正
巳

　
　
田
丸
　
敏
行

　
　
大
芝
　
悟

　
　
清
水
　
勝
雄

　
　
浅
川
　
文
範

　
　
輿
石
　
幸
弘

　
　
矢
ケ
崎
　
武
彦

　
　
白
倉
　
只
男

　
　
北
原
　
好
久

　
　
浅
川
　
定
良

　
　
今
井
　
義
雄

　
　
清
水
　
邦
彦

　
　
名
取
　
洋
輔

　
　
山
本
　
和
弘

　
　
大
久
保
　
允
雄

　
　
溝
口
　
洋

　【甲
斐
市
】

　
　
深
沢
　
孝
久

　
　
三
井
　
昇

　
　
大
久
保
　
言
智

　
　
岡
田
　
聰
男

　
　
田
辺
　
泰
夫

　
　
花
田
　
弘
樹〈

42
名
〉

富
士
支
所

　【富
士
吉
田
市
】

　
　
遠
山
　
隆
雄

　
　
荒
井
　
猛
利

　
　
宮
下
　
司

　
　
勝
俣
　
恒
之

　
　
藤
井
　
與
三
郎

　【都
留
市
】

　
　
廣
瀬
　
綱
雄

　
　
小
林
　
利
典

　
　
長
田
　
博
忠

　
　
鬢
櫛
　
幸
次

　
　
白
井
　
潤
美

　
　
奥
秋
　
久

　【大
月
市
】

　
　
米
山
　
義 

一

　
　
小
俣
　
仁 

一

　
　
和
田
　
紘

　
　
久
嶋
　
良
元

　
　
今
泉
　
治
通

　【上
野
原
市
・
小
菅
村
・

　
　丹
波
山
村
】　
　
　

　
　
佐
藤
　
美
治

　
　
中
村
　
主
税

　
　
中
村
　 

一 

匡

　
　
尾
形
　
和
正

　
　
石
井
　
瑛
干

　
　
長
田
　
義
廣

　
　
廣
瀬
　
和
章

　
　
舩
木
　
久
夫

　【道
志
村
・
西
桂
町
】

　
　
佐
藤
　
京
行

　
　
滝
口
　
新 

一 

朗

　
　
前
田
　
融 

一 

郎

　【忍
野
村
・
山
中
湖
村
】

　
　
渡
辺
　
継
正

　
　
渡
辺
　
工 

一

　
　
片
山
　
幹
治

　【鳴
沢
村
・

　
　富
士
河
口
湖
町
】

　
　
佐
藤
　
光
徳

　
　
中
村
　
義
孝

　
　
古
屋
　
喜
徳

　
　
小
佐
野
　
達
郎

　
　
三
浦
　
由 

一

　
　
荒
井
　
茂

〈
36
名
〉　

　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

　
中
央
支
所

　
　
古
屋
　 

一 

秀

　
　
竹
居
　
誉

　
　
廣
瀬
　
匡

　
　
関
本
　
藤 

一 

郎

　
　
前
田
　
初
男

　
　
太
田
　
稔

　
　
石
倉
　
泰
明

　
　
小
澤
　
恒
夫

　
　
野
澤
　 

一 

男

　
　
曽
根
　
英
機

　
　
網
蔵
　
育
朗

　
　
内
田
　
正

　
　
古
屋
　
和
男

　
　
福
島
　
衛

　
　
伊
藤
　
基

　
　
佐
野
　
芳
博

　
　
柳
川
　
正
三〈

17
名
〉

　
南
ア
ル
プ
ス
支
所

　
　
田
中
　
博
愛

　
　 

一  

之
瀬
　
芳
樹

　
　
網
倉
　
正
己

　
　
江
間
　
政
雄

　
　
齋
藤
　
征
紀

　
　
塚
原
　
利
也

　
　
小
池
　
直
己

　
　
齊
藤
　
幸
博

　
　
平
岩
　
定
市

　
　
池
川
　
雄
二

　
　
遠
藤
　
勝
巳

　
　
望
月
　
勝

　
　
望
月
　
明
晴

　
　
佐
野
　
昌
夫

　
　
依
田
　
倉
藏

　
　
二
宮
　
喜
昭

　
　
小
泉
　
昇 

一

　
　
遠
藤
　
優 

一

　
　
大
久
保
　
俊
彦

　
　
伴
野
　
幸
久〈

20
名
〉

　
北
部
支
所

　
　
柳
本
　
進

　
　
石
合
　
之
貴

　
　
樋
口
　
正
幸

　
　
五
味
　
勇

　
　
清
水
　
重
隆

　
　
岩
下
　
甫
雄

　
　
清
水
　
好
彦

　
　
小
林
　
樹
寿
雄

　
　
谷
戸
　
喜
久
雄

　
　
中
山
　
賢 

一

　
　
林
　
　
泰
彦

　
　
小
澤
　
長

　
　
花
輪
　
年
雄

　
　
長
田
　
正
純

　
　
小
川
　
孝 

一〈
15
名
〉　

　
富
士
支
所

　
　
宮
下
　
司

　
　
藤
井
　
與
三
郎

　
　
廣
瀬
　
綱
雄

　
　
長
田
　
博
忠

　
　
天
野
　
健
次

　
　
小
俣
　
仁 

一

　
　
佐
藤
　
美
治

　
　
石
井
　
瑛
干

　
　
佐
藤
　
京
行

　
　
渡
部
　
隆
男

　
　
渡
辺
　
継
正

　
　
高
村
　
盛
雄

　
　
佐
藤
　
光
徳

　
　
馬
淵
　
正
幸

　
　
梶
原
　
和
夫

　
　
流
石
　
丈
夫

　
　
廣
瀬
　
和
章

　
　
舩
木
　
久
夫〈

18
名
〉　

　
　
　
　  

　（
敬
称
略
）

理事

柴田　武洋

理事

手塚　巖
理事

荻野　勇夫
副組合長理事

三森　一雄
組合長理事

佐藤　鎮平

理事

樋川　宗雄
理事

刑部　正直
理事

赤岡　正春
理事

中島　尚武

監事

三井　哲夫
監事

佐野　勝
代表監事

花形　満寛

理事

丹澤　忠行

役
員
紹
介

市
町
村
ご
と
に
組
合
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
組
合
員
の
代
表
で
、
定
数
は
１
４
６
名
で

す
。
総
代
会
で
事
業
計
画
、
予
算
、
定
款
変
更
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

支
所
運
営
委
員

共
済
制
度
の
普
及
や
共
済
部
長
協
議
会
の
活
動

等
、
各
支
所
内
の
事
業
運
営
に
必
要
な
事
項
の

提
言
や
助
言
、
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総
代

やまなし9 8



職
員
紹
介　

　
塚
田
　
好
仁

　
　
小
林
　
彩

　
　
竹
居
　
勇
輝

　
嘱
託
職
員

　
　
深
澤
　
正
利

　
　
齊
藤
　
辰
哉

　
　
竹
丘
　
守

　
　
立
川
　
絵
美

　
　
末
木
　
か
お
る

支
所
長
　
内
藤
　
隆
司

副
支
所
長
　
大
森
　
強（
兼
）

　
事
業
１
課

　
　
長
田
　
浩
司

　
　
窪
田
　
勉

　
　
渡
邊
　
長
人

　
　
大
塚
　
守

　
　
梶
原
　
輝
紀

　
　
小
林
　
み
ら
い

　
事
業
２
課

　
　
武
井
　
秀
樹

　
　
風
間
　
崇
人

　
　
三
森
　
亮

　
　
宿
澤
　
哲
也

　
　
窪
田
　
翼

　
　
加
藤
　
慎
太
朗

　
　
角
田
　
幹
輝

　
　
内
田
　
東

　
　
岩
間
　
嘉
大

　
嘱
託
職
員

　
　
溝
口
　
浩
二

　
　
相
田
　
佳
祐

支
所
長
　
伊
東
　
正
登

　
事
業
１
課

　
　
太
田
　
学

　
　
青
柳
　
広
明

　
　
飯
泉
　
豊
子

　
　
穂
坂
　
直
人

　
　
深
沢
　
嘉
文

　
　
佐
藤
　
静

　
事
業
２
課

　
　
穴
水
　
大
悟

　
　
神
酒
　
真 

一

　
　
野
田
　
秀
樹

　
　
塩
島
　
裕

　
　
石
井
　
森
理

　
　
新
津
　
卓
也

　
嘱
託
職
員

　
　
平
林
　
由
規

　
　
沢
登
　
美
保

　
　
清
水
　
伸 

一

支
所
長
　
駒
井
　
博
文

　
主
幹
　
清
水
　
健 

一

　
事
業
１
課

　
　
平
賀
　
久
二
男

　
　
長
田
　
公
文

　
　
廣
嶋
　
竜
児

　
　
古
澤
　
由
香

　
　
今
井
　
直
輝

　
　
加
久
保
　
俊

　
事
業
２
課

　
　
三
井
　
静
樹

　
　
長
坂
　
哲
和

　
　
中
田
　
隆
之

　
　
坂
本
　
美
千
雄

　
　
加
藤
　
智
之

　
　
保
坂
　
裕
矢

　
嘱
託
職
員

　
　
久
保
田
　
光

支
所
長
　
大
森
　
強

　
事
業
１
課

　
　
奥
脇
　
正

　
　
小
俣
　
勝

　
　
渡
辺
　
真
司

　
　
櫻
井
　
俊
秀

　
事
業
２
課

　
　
渡
辺
　
隆

　
　
長
田
　
光
守

　
　
武
井
　
章

　
　
黒
部
　
幸
広

　
嘱
託
職
員

　
　
水
越
　
好
誠

　
　
清
水
　
さ
ゆ
り

　
　
小
林
　
文
代

所
長
　
望
月
　
博
司

　峡
北
連
絡
所

　
　
八
重
森
　
秀
明

　
　
堀
江
　
未
沙
子

　
　
守
屋
　
裕
樹

　富
士
ヶ
嶺
連
絡
所

　
　
岡
本
　
達
也

　
　
鈴
木
　
希
伊

　
　
西
尾
　
卓
馬

 

参
事
　
宮
崎
　
興 
一

総
務
部

部
長
　
秋
山
　
恵
司

　
総
務
課

　
　
秋
山
　
恵
司
（
兼
）

　
　
石
坂
　
慎

　
　
藤
本
　
恵

　
　
小
俣
　 

一 

弘

　
　
関
口
　
洋
美

　
企
画
情
報
課

　
　
齊
藤
　
晃

　
　
伊
藤
　
博
道

　
　
福
留
　
美
佐
代

　
　
森
本
　
栞
理

事
業
部

部
長
　
岡
田
　
喜
代
司

　
事
業
１
課

　
　
岡
田
　
喜
代
司（
兼
）

　
　
原
田
　
禎
子

　
　
雨
宮
　
彰

　
　
森
谷
　
暁

　
　
原
田
　
佳
奈

　
事
業
２
課

　
　
小
林
　
利
明

中
央
支
所

北
部
支
所

富
士
支
所

南
ア
ル
プ
ス
支
所

家
畜
診
療
所

本
　
　所

県
下
１
組
合
と
な
り
、
旧
組
合
・
連
合
会
間
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
正
規
職
員
78
名
、
嘱
託
職
員
14

名
の
体
制
で
共
済
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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S
A
I
か
ら
の
お 

知 

ら 

せ

 

大
豆
共
済
の
申
込
み
を

  

受
け
付
け
て
い
ま
す

　
よ
り
補
償
割
合
の
高
い
、
全
相
殺
方
式

　
の
加
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
み
期
間

　
６
月
10
日
か
ら
７
月
10
日

加
入
条
件

　
県
内
に
在
住
で
、
５
㌃
以
上
の
大
豆
を

　
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
。

　※

全
相
殺
方
式
へ
の
加
入
に
は
、
生
産
量
の
お
お

　
　
む
ね
全
量
を
Ｊ
Ａ
等
に
出
荷
し
て
い
る
こ
と

　
　
が
条
件
で
す
。

　※

「
え
だ
ま
め
」及
び「
黒
大
豆
」は
加
入
で
き
ま

　
　 

せ
ん
。

  

未
加
入
農
家
へ
の
戸
別
訪
問
を

  

実
施
し
て
い
ま
す

　
近
年
頻
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る
災 

　
害
や
事
故
に
備
え
て
、
共
済
へ
の
加
入

　
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
未
加
入
の
農
家

　
全
戸
に 

一 

斉
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

対
象
共
済
事
業

　
果
樹
共
済

　
　
ぶ
ど
う
、
も
も
、
す
も
も
、
り
ん
ご
、

　
　
か
き

　
園
芸
施
設
共
済

　
　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
ガ
ラ
ス

　
　
ハ
ウ
ス
、
雨
よ
け
施
設
な
ど
の
特
定
園

　
　
芸
施
設
及
び
附
帯
施
設

　
共
済
制
度
に
つ
い
て
不
明
な
点
や
、
詳

　
細
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
職
員
が
説

　
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

被
害
申
告
は
お
早
め
に

  

お
願
い
し
ま
す
　

　
被
害
調
査
は
現
地
確
認
が
基
本
で
す
。

　
被
害
申
告
が
遅
れ
て
被
害
の
確
認
が
で

　
き
な
い
場
合
に
は
共
済
金
を
お
支
払
い

　
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
共
済
金

　
の
支
払
い
が
見
込
ま
れ
る
損
害
が
発
生

　
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
支
所
へ
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
・
果
樹
共
済
で
は
、
加
入
し
て
い
る
方
式

　
　
に
よ
っ
て
、
補
償
対
象
と
な
る
災
害
が

　
　
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
・
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
被
害
の
大
小

　
　
に
関
わ
ら
ず
、①
被
害
発
生
の
日
時
、

　
　
②
被
害
の
状
況
を
す
ぐ
に
お
知
ら
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

  

共
済
掛
金
は
口
座
振
替
が

  

お
す
す
め
で
す
　

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
共
済
掛
金
等
の
納

　
入
及
び
共
済
金
支
払
い
等
を
、
効
率
よ

　
く
、
か
つ
安
全
に
行
う
た
め
、
口
座
振

　
替
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

　
現
金
や
振
込
で
お
支
払
い
い
た
だ
い
て

　
い
る
方
は
、
口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。
口
座
の
登
録
に
は
、

　
口
座
振
替
依
頼
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

　
の
で
、
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

　
担
当
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

畑
作
物
共
済

全
共
済
共
通

園
芸
施
設
共
済
は
、
平
成
26
年
２
月
の

大
雪
の
被
害
を
踏
ま
え
、
補
償
内
容
が

大
幅
に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
園
芸

施
設
共
済
の
戸
別
訪
問
は
９
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

マメシンクイガによる虫害を受けた大豆

農家への戸別訪問の様子

本所

中央支所

富士支所

家畜診療所
富士ヶ嶺連絡所

南アルプス支所

北部支所

家畜診療所
峡北連絡所

中央支所
　０５５ー２６６ー４４１１
南アルプス支所
　０５５ー２８２ー０４４３
北部支所
　０５５１ー２３ー１１１１
富士支所
　０５５４ー４５ー６６１１

お問い合わせ

農
家
の
み
な
さ
ま
へ
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い
で
す
。
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お試し購読キャンペーン

　農
作
物
共
済

　水
稲
種
子
消
毒

　
　
職
員
が
地
域
で
薬
剤
の
配
布
や
消

　
　
毒
を
実
施
し
ま
す
。
集
落
や
他
団

　
　
体
で
実
施
し
た
場
合
に
は
、
薬
剤

　
　
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　水
稲
本
田
消
毒

　
　
薬
剤
を
配
布
し
ま
す
。
希
望
者
に

　
　
は
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
に
よ
り
消

　
　
毒
を
実
施
し
ま
す
。

　水
稲
食
味
診
断

　
　
食
味
計
を
用
い
た
水
稲
食
味
診
断

　
　
を
実
施
し
ま
す
。
料
金
は
１
点
あ

　
　
た
り
２
０
０
円
で
す
。
土
壌
診
断
と

　
　
合
わ
せ
て
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
て

　
　
い
ま
す
。

  

家
畜
共
済

　乳
牛
の
削
蹄

　
　
削
蹄
師
に
よ
り
削
蹄
を
実
施
し
た

　
　
組
合
員
に
対
し
、 

前
年
度
期
首
引

　
　
受
頭
数
を
上
限
と
し
て
１
頭
に
つ

　
　
き
１
，０
０
０
円
の
助
成
を
し
ま
す
。

　肉
牛
・
豚
・
一 

般
馬

　
　

獣
医
師
の
指
示
に
よ
り
予
防
注
射
の

　
　
実
施
及
び
鉄
剤
・
駆
虫
剤
等
を
交

　
　
付
し
ま
す
。

　畜
舎
環
境
改
善
事
業

　
　

害
虫
駆
除
用
粘
着
シ
ー
ト
の
交
付
及

　
　
び
畜
舎
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。

  

畑
作
物
共
済

　大
豆
消
毒

　
　

希
望
す
る
組
合
員
に
対
し
、
無
人
ヘ

　
　
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
消
毒
を
実
施
し

　
　
ま
す
。
経
費
は
組
合
員
の
負
担
と

　
　
な
り
ま
す
。

  
全
共
済
共
通

　獣
害
対
策

　

　
組
合
員
が
獣
害
防
止
の
た
め
に
新
設

　
　
し
た
電
気
柵
の
、
資
材
経
費
の
一
部

　
　
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
個
人
：
負
担
し
た
経
費
の
４
分
の

　
　
　
　
　
　
１
（
５
万
円
上
限
）

　
　
　
団
体
：
負
担
し
た
経
費
の
４
分
の

　
　
　
　
　
　
１
（
15
万
円
上
限
）

　
土
壌
診
断

　
　

土
壌
の
状
態
を
左
右
す
る
化
学
性

　
　
項
目
を
機
器
で
測
定
し
、
診
断
書

　
　
を
お
作
り
し
ま
す
。
よ
り
良
い
生
育

　
　
環
境
を
整
え
、
被
害
の
予
防
を
行

　
　
う
と
と
も
に
、
施
肥
コ
ス
ト
の
削
減

　
　
や
、
環
境
に
や
さ
し
い
施
肥
の
実
施

　
　
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
測
定
項
目

　
　ｐ
Ｈ
、
Ｅ
Ｃ
、
石
灰
、
苦
土
、
加
里
、

　
　
リ
ン
酸

　
料
金

　
　
１
点
あ
た
り
２
０
０
円
。（
果
樹
共

　
　
済
加
入
者
の
果
樹
園
地
に
つ
い
て
は

　
　
無
料
で
実
施
し
ま
す
。）

　
対
象

　
　
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
及
び

　
　
果
樹
共
済
の
加
入
圃
場

損
害
防
止
事
業

!

水
稲
イ
モ
チ
病 

一 

斉
防
除
実
施
中

　
イ
モ
チ
病
は
、
胞
子
を
飛
ば
し
伝
染

す
る
稲
の
病
気
で
す
。
発
生
し
て
か
ら

で
は
防
除
が
困
難
で
、
集
団
防
除
が
よ

り
効
果
的
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
等
に
よ
る 

一 

斉
防
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

削
蹄
は
、
乳
牛
の
蹄
病
・
関
節
炎
等
運

動
器
病
の
未
然
予
防
に
有
効
で
す
。

水稲種子消毒の様子

無人ヘリ防除の様子

2016年（平成28年）

リン酸の測定（SFP-4i 使用）

NOSAI獣医師による予防注射の様子

【
山
梨
支
局
】
山
梨
市
で
仲
平
ぶ
ど

う
園
を
経
営
す
る
仲
平
一
富
さ
ん

（
37
）、
桃
子
さ
ん
夫
婦
は
、
就
農
し

て
６
年
目
を
迎
え
る
。「
農
業
は
い

く
ら
で
も
改
善
点
が
あ
り
、
対
策
を

考
え
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
。
本
当

に
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。」
と
話

す
。

　
一
富
さ
ん
は
愛
知
県
出
身
。
大
学

時
代
を
山
梨
で
過
ご
し
、
東
京
の
Ｉ

Ｔ
系
企
業
へ
就
職
し
た
が
、
学
生
時

代
に
は
目
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
山
梨

の
自
然
の
豊
か
さ
に
気
付
き
、
移
住

を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

自
分
で
経
営
し
、
生
計
を
立
て
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
山
梨
な
ら
で

は
の
果
樹
農
家
を
志
し
た
と
い
う
。

　
２
０
１
０
年
に
山
梨
県
立
農
業
大

学
校
で
９
か
月
の
職
業
訓
練
を
受

け
た
後
、
研
修
を
し
な
が
ら
移
住

先
を
探
し
た
一
富
さ
ん
。
当
時
山

梨
市
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
が
充
実

し
て
い
て
借
家
を
探
し
や
す
く
、

さ
ら
に
市
農
林
課
を
通
じ
て
順
調

に
畑
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
た

め
、
同
市
で
の
就
農
を
決
め
た
。

　
経
営
は
全
て

露
地
ブ
ド
ウ
で
、

運
よ
く
成
園
を

借
り
ら
れ
た
た

め
、
就
農
直
後

か
ら
生
活
す
る

の
に
十
分
な
収

入
を
得
ら
れ
た
。 

　
現
在
は
園
地

約
70
㌃
で
「
巨

峰
」
や
「
ピ
オ
ー

ネ
」
な
ど
の
生
食
用
ブ
ド
ウ
を
中
心

に
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
も
栽
培
す
る
。

最
も
注
意
し
て
い
る
の
は
、
作
業
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
こ
と
。
防

除
の
記
録
も
欠
か
さ
な
い
。

　
農
業
大
学
校
の
同
期
生
と
は
、

現
在
も
栽
培
技
術
や
農
薬
に
つ
い

て
、
情
報
交
換
を
し
て
い
る
。「
質

問
す
れ
ば
、
何
か
し
ら
返
事
を
も

ら
え
る
環
境
は
あ
り
が
た
い
。」
と

一
富
さ
ん
。

　
今
後
は
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

の
面
積
を
増
や
し
て
い
く
予
定
。「
５

年
や
っ
て
き
て
、
作
業
に
余
裕
も
出

て
き
ま
し
た
。  

Ｊ
Ａ
出
荷
だ
け
で

な
く
、
宅
配
に
も
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
直
接
お
客
さ
ん
の
反
応
を
聞

け
る
の
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。」

と
話
す
。

仲
平
ぶ
ど
う
園

℡
０
９
０―

６
４
８
４―

０
０
２
１

（
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
宅
配
注
文
可
能
）

仲平さん夫婦。妻の桃子さんも高校時代
に農業経験があり、就農には抵抗がな
かったという。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
発
行
す
る
農
業
共
済
新
聞
で
は
、毎
月
４
週
号
の
最
終
ペ
ー
ジ

を「
山
梨
・
神
奈
川
版
」と
題
し
て
、
地
元
で
奮
闘
す
る
農
家
、
地
域
農
業
の
話
題
な
ど

を
取
り
上
げ
た
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。今
回
は
５
月
４
週
号
に
掲
載
さ
れ
た
仲
平

ぶ
ど
う
園
の
仲
平
さ
ん
夫
婦
の
記
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞

記
事
紹
介

ブ
ド
ウ
成
園
借
り
安
定
経
営

　
　
　 

　
　「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
拡
大
へ
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②甲子園球場の壁一面を覆っています。
④山梨特産ワイン。この中で熟成されます。
⑤本州と四国の間の海。
⑦今夏、オリンピックが開催されます。
⑧マスオさん。
⑩その名の通りアリを食べます。
⑬世界○○○。○○○相続。
⑭川端康成の小説。○○○踊子。
⑮サッカーチーム。○○○レイソル。
⑯イースター島といえば○○○像。
⑰タバコ。火事。煙突。

①料理を引き立てます。
②運動会の種目。○○引き。
③学校の授業。まずは準備体操から！
④時は金なり。○○○イズマネー。
⑥岸から沖まで水が浅いこと。
⑨赤ちゃんを運んでくると言われています。
⑪葛西○○○○公園。
⑫ついついしたくなりますね。
⑬島根県の観光名所。○○○大社。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
・
住
所

④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報

紙
へ
の
ご
意
見 

・ 

ご
感
想
を
ご
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先

　
〒
４
０
０
ー
０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21
ー
20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で10名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

高
温
・
乾
燥
期
に
は
こ
ま
め
な
潅
水
を

・
採
用
予
定
人
数
　
３
名

・
職
務
内
容

　
　
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
、
農
業
共
済
事

　
　
業
の
各
業
務

・
応
募
資
格（
要 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
）

　
　短
期
大
学
・
専
修
学
校

　
　
　
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
大
学

　
　
　
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
大
学
院
修
士
課
程

　
　
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
大
学
院
博
士
課
程

　
　
　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　  （
平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
み
ま
す
）

　
北
杜
市
白
州
町
で
山
の
水
農
場
を
営
む
水
谷
さ
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
。
し
い
た
け
、
ひ
ら
た
け
、
な
め
こ
、
き
く
ら
げ
な
ど
、

き
の
こ
栽
培
を
中
心
に
、
米
、
麦
、
大
豆
、
露
地
野
菜
な
ど

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
13
年
前
に
白
州
町
へ
移
住
し
、
き
の
こ

農
家
で
の
５
年
間
の
修
行
を
経
て
８
年
前
に
独
立
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
１
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
葉
雨
く
ん
と
、
妹
の

庭
歌
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
６
歳
と
５
歳
に
し
て
農
業
歴
３
年
以
上
！
野

菜
の
種
植
え
な
ど
お
手
の
も
の
で
、
年
々
腕
を
上
げ
て
お
り
、

今
で
は
大
事
な
戦
力
だ
そ
う
。

　
庭
歌
ち
ゃ
ん
の
大
好
物
は
自
家
製
の
味
噌
で
作
る
な
め
こ

の
お
味
噌
汁
。
多
呂
さ
ん
は
「
な
め
こ
は
庭
歌
の
た
め
に
作
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

・
受
付
期
間

　
　
平
成
28
年
７
月
１
日（
金
）〜

　
　
平
成
28
年
８
月
15
日（
月
）

　
書
留
郵
便
に
よ
る
郵
送
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

・ 

一 

次
選
考 （
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
）

　  

平
成
28
年
９
月
中
旬
に
行
い
ま
す
。

・
給
与
並
び
に
処
遇

　  

本
組
合
職
員
給
与
規
則
に
よ
り
処
遇

　  （
山
梨
県
職
員
給
与
に
準
じ
ま
す
）

　
富
士
ヶ
嶺
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
。昭
和
63
年
か
ら
牛
の
お
医
者
さ

ん
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
牛
も
大
型
化
し
て
き
て
お

り
、年
齢
の
せ
い
か
体
力
負
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。筋
ト
レ
せ
ね
ば
。

家
畜
診
療
所
　
獣
医
師
　
岡
本
達
也

技
術
顧
問
　
齋
藤
辰
哉

　
さ
て
今
回
は
、
酪
農
家
の
方
が
、
乳
房
炎
が
疑
わ
れ
る
牛
の
乳
汁
中
の
体
細
胞

数
を
検
査
す
る
Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
牛
乳
を
出
荷
す
る
に

は
、
体
細
胞
数
が
30
万
個
／
dl
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
簡
易

診
断
で
あ
る
Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
で
は
、
80
万
個
／
dl
以
上
で
あ
れ
ば
陽
性
と
い
う
大

ま
か
な
判
定
し
か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
た
と
え
陰
性
で
も
陽
性
に
近
け
れ
ば
、
出

荷
す
る
牛
乳
に
混
ぜ
る
と
全
体
で
30
万
個
／
dl
を
超
え
て
し
ま
い
、
全
量
を
出
荷

で
き
ず
無
駄
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
牛
乳
と
テ
ス
タ
ー
液
を
混
ぜ
る

と
き
、
陽
性
に
近
け
れ
ば
、
混
ざ
る
前
に
色
が
変
化
し
た
り
、
色
味
が
や
や
濃
か
っ

た
り
、
テ
ス
タ
ー
液
を
多
く
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
凝
集
が
で
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
よ
く
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
体
細
胞
数
は
メ
ー
カ
ー
で
も
検
査
し
て
も
ら
え
る
の
で
、Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
で
検
査

し
た
感
覚
と
実
際
の
数
値
を
記
録
し
て
お
く
の
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

検
査
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
見
方
、
温
度
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
反
応
の
仕
方
が
変

わ
る
の
で
、
い
つ
も
同
じ
条
件
で
検
査
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

　
Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
を
上
手
に
使
っ
て
、
少
し
で
も
ロ
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
天
候
不
順
等
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
事
前
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
６
月
は
、
低
温
・
多
雨
等
に
よ
り
病
害
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、
防
除
適
期
を
見

逃
さ
ず
、
防
除
暦
に
基
づ
く
薬
剤
散
布
を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
防
除
間
隔
を
守

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
梅
雨
明
け
の
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
着
色
障
害
や
着
色
不
良
が
発
生
し
や
す

い
の
で
、
５
〜
７
日
間
隔
で
１
回
当
た
り
20
〜
25 
mm 

を
目
安
に
定
期
的
な
潅
水
が
必

要
で
す
。

　
開
花
期
前
後
か
ら
幼
果
期
に
か
け
て
は
、
ベ
と
病
の
発
生
、
晩
腐
病
の
感
染
期
に

な
り
ま
す
の
で
防
除
適
期
に
薬
剤
散
布
を
行
う
と
と
も
に
、
果
実
に
雨
を
当
て
な
い

よ
う
早
目
の
笠
や
袋
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
着
色
は
じ
め
か
ら
着
色
期
に
高
温
・
乾
燥
が

続
く
場
合
は
、
さ
ら
に
こ
ま
め
な
潅
水(

少
量
、

多
回
数)

や
夕
方
の
棚
面
へ
の
散
水
を
行
う
と
、

着
色
障
害
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
の
高
温
・
乾
燥
に
よ
る
果
実
の
日
焼
け
、
過
熟
果
の
発
生
、
着
色
障
害

な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
定
期
的
な
潅
水
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
果
実
の
成
熟
に
あ
わ
せ

て
除
袋
や
新
梢
管
理
を
的
確
に
進
め
る
と
と
も
に
、
収
穫
直
前
の
果
実
腐
敗
病
を
防

ぐ
た
め
に
も
気
象
情
報
に
注
意
し
、
適
期
防
除
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
畜
診
療
日
記

技
術
情
報

ブ
ド
ウ

モ
モ
、ス
モ
モ

農
業

高温障害により
着色不良となった巨峰

左上がやや濃い黄色で
体細胞数が多めの牛乳

平
成
29
年
度
の
職
員
を 

　

 

　

 

し
ま
す

募 

集

表
紙
の
ご
家
族

水
谷
　
多
呂
さ
ん（
39
）　
三
重
子
さ
ん（
38
）

　
　
　
葉
雨
く
ん（
６
）　 

庭
歌
ち
ゃ
ん（
５
）

よ
う

て
い
か

な
お
、詳
細
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ん   

す
い

新NOSAI山梨 始動

第１回通常総代会開催  新組合の事業計画等が承認
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旬をおいしく！
農菜レシピ なす丼・なすのひと干し

「旬をおいしく！農菜レシピ」では、旬の野菜を使ったシンプル
かつ手軽に作れるお料理レシピをご紹介していきます。

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆なす丼（２人分）
なす…３～４本
豚ひき肉…150ｇ
しょうが…ひとかけ
Ａ　　みそ…大さじ１
　　　しょうゆ…大さじ１
　　　砂糖…大さじ１
　　　酒…大さじ１
サラダ油
ごはん…２杯
大葉…５枚

☆なすのひと干し
　なす…５本
　B 　　しょうゆ…大さじ２
　　　　ねり辛子…小さじ１

＊材料＊

☆なす丼
①なすは２センチ角に切る。なべに多めの
　油を入れて熱し、皮目を下にして入れて
　 １ 分くらい焼いて取り出しておく。

②同じなべに油大さじ １ を入れて熱し、豚ひき肉を炒める。
　色が変わったらみじん切りにしたしょうがと①を加える。

③合わせておいたＡを加えて煮からめる。

④ごはんを丼によそって、③と千切りにし
　た大葉を盛り付ける。

お好みで豆板醤を入れてもおいしい！

☆なすのひと干し
①なすは輪切り（３～４mm）にして日陰に 
　半日干す。

②Bを合わせて、干したなすを和える。

干すことによって冷蔵庫で１ヶ月ほどもつ
ので、保存食になります。

＊作り方＊ 色が変わって
しまうのを防ぐため、
皮目を先に
炒めるのがコツ！

向山美和子の
料理教室

向山美和子先生

〒409-3867
山梨県中巨摩郡昭和町清水新居 867-1
TEL.055-231-1133 FAX.055-231-1134
　  info@mukomiko.net
URL.http://www.mukomiko.net/

新NOSAI山梨 始動
第１回通常総代会開催  新組合の事業計画等が承認
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